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自然災害発生。地域で起きたら、その時、私たちは？

毎年のように各地で起こる自然災害。支援金や義援金を寄付した方、またボラン
ティアとして被災地に赴いた方も多くいらっしゃるのではないでしょうか？

防災・減災についての情報はあふれているけど、いざ身近なところで起きたときに、
地域活動している私たち、地域活動に興味のある私たちは、どう情報を収集して、ど
のように動いたら良いのでしょうか？

“船頭多くして船山に登らない”ように、地域にどんなニーズがあって、どんなサポー
トができるか。ひとり/一つの団体ですべてのニーズに対応できるわけではないか
らこそ、災害時も多様な主体の協働が求められますが、日常顔も活動も知らない人
同士での協働よりも、平時からつながっておくことが大事ではないでしょうか。

岡山の中間支援組織で、災害時にさまざまな団体の活動のハブを担った石原さん
から、「情報」を切り口に協働のコツについてお話を伺います。

いしはら たつや

ふだんの協働がまちを支える
－災害時に官民協働のネットワークで取り組んだ岡山の実践から－

ゲスト


